
市民に伝わりやすい下水道事業中期経営計画
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１ 前回までの振り返り
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・ 中期経営計画は４年間の実施計画

    ・ 総務省が公営企業に策定を求めている経営戦略に位置付け

・ 現行の中期経営計画2022(2022-2025)の最終年度となるため、次期の計画策定が必要

◆ 取り巻く環境が大きく変化する過渡期（人口減少、物価高騰、担い手不足＜行政/企業＞)

◆ 八潮市の道路陥没事故を踏まえた全国特別重点調査を実施中

次期の計画策定にあたっては、中期2022の「施策の方向性」を踏襲し事業を継続します。
なお、「施策の方向性」とは、整備基準や整備方針を指します。

１ 前回までの振り返り【第１回】

現状課題
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横浜市下水道事業中期経営計画策定の方向性
中期経営計画については、以下の「基本的な考え方」に基づいて策定していきます

◆ 災害に強いまちづくりのため、浸水対策と地震対策を強化

・浸水リスク（浸水想定、浸水の影響度）の高い地区から事前防災を推進していきます
・発災時においても重要施設のトイレ機能を確保します
・緊急輸送路の交通機能を確保するため、マンホールの浮上対策を推進します

◆ 下水道サービスの持続的な提供のため、老朽化対策を強化

・365日24時間、下水道サービスを安定的な提供を継続します
・下水道の損傷による社会的影響を生じさせないため、効率的に老朽化対策を推進します

◆ 持続可能な事業運営を推進

・長期的な組織運営、財政運営を見据え、持続可能な事業運営を推進します

◆ 市民の理解・共感を得る「施策効果の見える化」の徹底

・ロジックモデルの考え方を踏まえ、施策がどのような成果につながるかを明確にします

１ 前回までの振り返り【第２回】
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測定指標の設定
効果の根拠として測定する指標

論理的な因果関係（ロジック）

市民の皆様への伝わりやすさ、効率的な事業運営の重要さを念頭に置き、
バックキャスト的にロジックモデル※の考え方を踏まえた計画とすることで、
施策がどのような成果につながるかを明確にします

※ロジックモデル：論理的な因果関係を明確化し、課題から最終成果に至るまでの道筋を倫理的・体系的に示したもの

インプット

施策を実施するにあたり
必要な投入物（予算等）

アクティビティ

投入物によって
実施可能な業務・活動

アウトプット

活動の結果として
見込まれる実績

アウトカム

活動の実績によって
生み出したい

社会的・環境的成果

インパクト

目指すべき姿／
市民・社会への影響・効果

問 題 意 識

現 状 把 握

課題(目的)の設定

検討の手順

施策事業運営

１ 前回までの振り返り【第２回】



下水道のある日常

大雨でも安全・安心なくらし

発災時でもトイレが使える安心

これからも住み続けたいまち

甚大な水害を防ぐまち

発災時における
市民生活への影響の最小化

良好な水環境の創出

循環型社会の実現

脱炭素社会の実現

下水道サービスの持続的な提供

社会的インパクト 目指すべき姿

社会的インパクト（＝市民に与える影響）は下水道事業による便益（ベネフィット）を示し、

目指すべき姿 （＝行政が目指す姿）を設定することで、より一層、市民がイメージしやすい将来像を提示

8

維持管理・老朽化対策

浸水対策

地震対策

公共用水域の保全

下水道資源の有効活用

温室効果ガスの削減

施 策

１ 前回までの振り返り【第２回】
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２ 施策の体系
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社会的インパクト 目指すべき姿 施策 施策のアウトカム 測定指標（４年間）

下水道のある日常
下水道サービスの
提供

維持管理・老朽化対策 下水道サービスの継続
下水道の使用可能率：100％維持

（使用制限がかかっていない日数/365日）

大雨でも
安全・安心なくらし

甚大な水害を
防ぐまち

浸水対策 浸水に対する安全度の向上
事業着手率：７％→25％

（事業着手地区数/最も浸水リスクが高い地区）

発災時でも
トイレが使える安心

発災時における
下水道機能の確保

地震対策

発災時における
重要施設のトイレ機能維持

重要施設の耐震化率：91％→100％

（施設数/重要施設の施設数）

発災時おける輸送機能の確保
輸送機能確保率（緊急輸送路）：51％→76％

（対策が完了した緊急輸送路数/対策が必要な緊急輸送路数）

これからも
住み続けたいまち

良好な水環境の創出 公共用水域の保全 計画放流水質の達成
水再生センターにおける計画放流水質達成率：95％以上維持

（計画放流水質項目達成数/11センターの計画放流水質項目）

循環型社会の実現 下水道資源の有効活用 下水汚泥の有効活用の継続
汚泥の有効活用率：100％維持

（汚泥資源化センター処理量/発生汚泥量）

脱炭素社会の実現 温室効果ガスの削減
下水道事業における

カーボンニュートラル

下水道事業における温室効果ガス削減率：38％削減

（削減量/ 2013年度排出量(6.9万t-CO2/18.1万t-CO2））

２ 施策の体系

（１） インパクトの適正（表現）

（２） アウトカムの適正（表現）

（３） 測定指標ＫＧＩの適正（表現、数値設定）

論 点
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社会的インパクト 目指すべき姿 施策 施策のアウトカム 測定指標（KGI）

下水道のある日常
下水道サービスの
提供

維持管理・老朽化対策 下水道サービスの継続
下水道の使用可能率：100％維持

（使用制限がかかっていない日数/365日）

No. 個別取組 アクティビティ

1 小口径管の維持管理

2 中大口径管の維持管理

3 水再生センター等における運転管理と維持管理

4 下水道管の再整備

5 取付管の再整備

6 設備の長寿命化

7 設備の再整備

8 水再生センター等の長寿命化

9 水再生センター等の再構築に向けた躯体の状態確認

10 水再生センター等の再構築

11 送泥管の再整備

令和 8-11 年度
想定事業費
3,706億円

61％
維持管理 51億円

＋ 老朽化対策 2,219億円
計 2,270億円

２ 施策の体系

インプット
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社会的インパクト 目指すべき姿 施策 施策のアウトカム 測定指標（KGI）

大雨でも
安全・安心なくらし

甚大な水害を
防ぐまち

浸水対策 浸水に対する安全度の向上
事業着手率：７％→25％

（事業着手地区数/最も浸水リスクが高い地区）

29％
浸水対策 1,066億円

令和 8-11 年度
想定事業費
3,706億円

No. 個別取組 アクティビティ

12 事前防災による浸水対策

13 横浜駅周辺地区における目標整備水準を引き上げた施設整備

14 水再生センター、ポンプ場の耐水化

15 ソフト対策の推進

２ 施策の体系

インプット



インプット
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社会的インパクト 目指すべき姿 施策 施策のアウトカム 測定指標（KGI）

発災時でも
トイレが使える安心

発災時における
下水道機能の確保

地震対策

発災時における
重要施設のトイレ機能維持

重要施設の耐震化率：91％→100％

（施設数/重要施設の施設数）

発災時おける輸送機能の確保
輸送機能確保率（緊急輸送路）：51％→76％

（対策が完了した緊急輸送路数/対策が必要な緊急輸送路数）

３％
地震対策 98億円

No. 個別取組 アクティビティ

16

①

重要施設に接続する流末枝線下水道の流下機能の確保

17 水再生センター等の耐震化（土木躯体）

18 水再生センター等における津波対策

19 ② 緊急輸送路等の人孔浮上対策

令和 8-11 年度
想定事業費
3,706億円

２ 施策の体系



令和 8-11 年度
想定事業費
3,706億円

14

社会的インパクト 目指すべき姿 施策 施策のアウトカム 測定指標（KGI）

これからも
住み続けたいまち

良好な水環境の創出 公共用水域の保全 ①計画放流水質の達成
水再生センターにおける計画放流水質達成率：95％以上維持

（計画放流水質項目達成数/11センターの計画放流水質項目）

循環型社会の実現 下水道資源の有効活用 ②下水汚泥の有効活用の継続
汚泥の有効活用率：100％維持

（汚泥資源化センター処理量/発生汚泥量）

脱炭素社会の実現 温室効果ガスの削減
③下水道事業における

カーボンニュートラル

下水道事業における温室効果ガス削減率：38％削減

（削減量/ 2013年度排出量(6.9万t-CO2/18.1万t-CO2））

No. 個別取組 アクティビティ

20

①

工場排水の規制・指導

21 東京湾流域の水再生センターにおける高度処理の導入

22 分離液処理施設の増設

23
②

下水汚泥の有効活用

24 下水再生リンの回収・肥料利用

25
③

一酸化二窒素低排出型汚泥焼却炉の導入

26 太陽光発電設備の導入

７％
公共用水域の保全 92億円

＋ 下水道資源の有効活用 40億円
＋ 温室効果ガスの削減 133億円

計 265億円

２ 施策の体系

インプット
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３ 次期下水道事業中期経営計画の構成



理解・共感を得る理由

「下水道事業の経営原則」

・下水道事業に係る経費の負担区分は、「雨水公費・汚水私費」が原則

・雨水公費：自然現象であり、雨水排除の受益が広く市民全体に及ぶため、雨水排除の経費は税金で負担する

・汚水私費：汚水は日常生活や生産活動等により生じるため、使用者が排出量に応じ費用を負担する（＝受益者負担の原則）

16

（１）税金を負担(＝雨水)する市民に ＆ 下水道使用料を負担(＝汚水)する市民に

下水道の役割や施策の必要性、財政状況等を説明する責任があります

（２）下水道サービスを維持するため、厳しい経営環境の中でも、老朽化した施設の更新や災害対策など、

        引き続き、投資が必要となることを理解していただく必要があります



理解・共感を得る理由

17

ロジックモデルの考え方を踏まえた施策の体系づくりに加え、
次のとおり、見直します

① 現計画以上に、下水道の役割、しくみをわかりやすく伝える

② 取り巻く社会が大きく変化する中であっても（人口減少、物価高騰等）、
４年間で達成する「市民・社会への影響・効果」、計画の実現性を示す

③ 図表や解説により、財政状況をわかりやすく伝える
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中期2026 /５部

第１部 計画の基本的事項

計画期間、進捗管理、策定方針等

第２部 下水道の重要性

下水道の役割、概要、しくみ

第３部 下水道を取り巻く社会の変化

人口減少や物価高騰などを示すとともに、事業運営の方針
と収支計画（概要）により、経営の継続性を示します
※４年間の実施計画を実行する根拠（証明）として

第４部 ４年間の実施計画

・ 指標一覧
・ 施策の取組（指標）
・ 組織運営の取組（指標）
・ 財政運営の取組（指標）

第５部 投資・財政計画（詳細）

４年間の実行計画とは明確に差別化
現状分析から長期推計について示します

第１部 計画の基本的事項

計画期間、進捗管理、策定方針等
下水道の役割、概要、しくみ

第２部 施策の方向性と取組（施策1～8）

施策ごとに関連する取り巻く環境の変化を示したあと、
各取組（指標）を掲載

第３部 事業運営の方向性と取組（施策9～11）

施策ごとに関連する取り巻く環境の変化を示したあと、
各取組（指標）を掲載

第４部 財政運営の方向性と取組（施策12）

・施策ごとに関連する取り巻く環境の変化を示したあと、
各取組（指標）を掲載

・収支計画

参考資料

指標一覧

３ 次期下水道事業中期経営計画の構成

中期2022 /４部
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第１部 計画の基本的事項

計画期間、進捗管理、策定方針等

第２部 下水道の重要性【 NEW 】

下水道の役割、概要、しくみ

第３部 下水道を取り巻く社会の変化

人口減少や物価高騰などを示すとともに、事業運営の方針
と収支計画（概要）により、経営の継続性を示します
※４年間の実施計画を実行する根拠（証明）として

第４部 ４年間の実施計画

・ 指標一覧
・ 施策の取組（指標）
・ 組織運営の取組（指標）
・ 財政運営の取組（指標）

第５部 投資・財政計画（詳細）

４年間の実行計画とは明確に差別化
現状分析から長期推計について示します

第１部 計画の基本的事項

計画期間、進捗管理、策定方針等
下水道の役割、概要、しくみ

第２部 施策の方向性と取組（施策1～8）

施策ごとに関連する取り巻く環境の変化を示したあと、
各取組（指標）を掲載

第３部 事業運営の方向性と取組（施策9～11）

施策ごとに関連する取り巻く環境の変化を示したあと、
各取組（指標）を掲載

第４部 財政運営の方向性と取組（施策12）

・施策ごとに関連する取り巻く環境の変化を示したあと、
各取組（指標）を掲載

・収支計画

参考資料

指標一覧

中期2026 /５部

① 下水道の役割やしくみをよりわかりやすく図解

中期2022 /４部

３ 次期下水道事業中期経営計画の構成
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第２部

下水道の重要性

（１）下水道の役割
一覧として図にまとめたものから、基本的な役割、拡大する役割をよりわか
りやすくイラスト紹介し、重要なインフラであることを示す

（２）下水道施設の概要
施設の延長や施設数などの定量的な情報を視覚的に示すページを追加

（３）下水道のしくみ
市民に馴染みのない、本管・取付管、マンホール・ます、水再生ｾﾝﾀｰなど
前提となる用語やしくみをよりわかりやすくイラストで紹介し、
取組等の理解促進を図る

３ 次期下水道事業中期経営計画の構成



21

第１部 計画の基本的事項

計画期間、進捗管理、策定方針等

第２部 下水道の重要性

下水道の役割、概要、しくみ

第３部 下水道を取り巻く社会の変化【 NEW 】

人口減少や物価高騰などを示すとともに、事業運営の方針
と収支計画（概要）により、経営の継続性を示します
※４年間の実施計画を実行する根拠（証明）として

第４部 ４年間の実施計画

・ 指標一覧
・ 施策の取組（指標）
・ 組織運営の取組（指標）
・ 財政運営の取組（指標）

第５部 投資・財政計画（詳細）

４年間の実行計画とは明確に差別化
現状分析から長期推計について示します

第１部 計画の基本的事項

計画期間、進捗管理、策定方針等
下水道の役割、概要、しくみ

第２部 施策の方向性と取組（施策1～8）

施策ごとに関連する取り巻く環境の変化を示したあと、
各取組（指標）を掲載

第３部 事業運営の方向性と取組（施策9～11）

施策ごとに関連する取り巻く環境の変化を示したあと、
各取組（指標）を掲載

第４部 財政運営の方向性と取組（施策12）

・施策ごとに関連する取り巻く環境の変化を示したあと、
各取組（指標）を掲載

・収支計画

参考資料

指標一覧

中期2026 /５部

② 下水道経営を取り巻く環境の変化を示すとともに、
４年間で達成する「市民・社会への影響・効果」、および計画の実現性の裏付けを示す

中期2022 /４部

３ 次期下水道事業中期経営計画の構成
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第３章
下水道を取り巻く

社会の変化

（１）人口推計

（２）物価指数

（３）自然災害の頻発・激甚化

（４）施設の老朽化

（５）今後の事業運営

３ 次期下水道事業中期経営計画の構成
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第１部 計画の基本的事項

計画期間、進捗管理、策定方針等

第２部 下水道の重要性

下水道の役割、概要、しくみ

第３部 下水道を取り巻く社会の変化

人口減少や物価高騰などを示すとともに、事業運営の方針
と収支計画（概要）により、経営の継続性を示します
※４年間の実施計画を実行する根拠（証明）として

第４部 ４年間の実施計画

・ 指標一覧
・ 施策の取組（指標）
・ 組織運営の取組（指標）
・ 財政運営の取組（指標）

第５部 投資・財政計画（詳細）

４年間の実行計画とは明確に差別化
現状分析から長期推計について示します

第１部 計画の基本的事項

計画期間、進捗管理、策定方針等
下水道の役割、概要、しくみ

第２部 施策の方向性と取組（施策1～8）

施策ごとに関連する取り巻く環境の変化を示したあと、
各取組（指標）を掲載

第３部 事業運営の方向性と取組（施策9～11）

施策ごとに関連する取り巻く環境の変化を示したあと、
各取組（指標）を掲載

第４部 財政運営の方向性と取組（施策12）

・施策ごとに関連する取り巻く環境の変化を示したあと、
各取組（指標）を掲載

・収支計画

参考資料

指標一覧

中期2026 /５部
４年間の実施計画の全体像を把握しやすくするために、

実施計画として章立てし、指標一覧表を最初に示す

※わかりやすい測定指標の設定 ＜指標数を削減、定量化＞

中期2022 /４部

３ 次期下水道事業中期経営計画の構成
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施策１.維持管理・老朽化対策

目指すべき姿

下水道は、トイレやお風呂、キッチンなど、・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・更新を丁寧に行い、安定した下水道サービスを提供します。

施策のアウトカム

４年間の主な取組

取組１ 小口径管の維持管理

取組２ 中大口径管の維持管理（包括）

中大口径管の維持管理（WPPP）

取組３ 水再生センター等における運転管理と維持管理

取組４ 土木施設の維持管理

取組５ 下水道管の再整備

取組６ 取付管の再整備

取組７ ⽔再⽣センター等の再構築

取組８ 設備の長寿命化

取組９ 設備の再整備

取組10 土木施設の長寿命化

取組11 送泥管の再整備

下水道サービスの持続的な提供

アウトカム 目標値

下水道サービスの継続 100％を維持

現状と課題

下水道のある日常

社会的
インパクト

目指すべき姿

インプット アクティビティ アウトプット

アウトカム

インパクト

問題意識

現状把握

課題の設定

エビデンス

施策

アウトカム

アウトプット

※ 本文掲載のイメージ（施策）



業務指標
計画開始時
2026年度当初

中間期
2027年度末

計画終了時
2029年度末

状態監視により予防保全
型の対策が必要な箇所の
再整備

0/160㎞ 80/160㎞ 160/160㎞

施策１.維持管理・老朽化対策

取組５. 下水道管の再整備 取組６. 取付管の再整備

業務指標
計画開始時

2026年度当初
中間期

2027年度末
計画終了時
2029年度末

予防保全型の対策が必要
な箇所の再整備

0/3.2万か所
1.6万/

3.2万か所
3.2万/

3.2万か所

個別取組

個別取組

進捗状況が伝わりやすい業務指標に！
①「推進」など単純な定性指標を原則廃止
②市民生活に直結する指標に限定（メリハリ）

84→40
KPI

（調整中）

25

KPI
（調整中）

※ 本文掲載のイメージ（個別取組）



施策２ 浸水対策

26

施策１ 維持管理/老朽化対策

※ 本文掲載のイメージ（第４部）
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第１部 計画の基本的事項

計画期間、進捗管理、策定方針等

第２部 下水道の重要性

下水道の役割、概要、しくみ

第３部 下水道を取り巻く社会の変化

人口減少や物価高騰などを示すとともに、事業運営の方針
と収支計画（概要）により、経営の継続性を示します
※４年間の実施計画を実行する根拠（証明）として

第４部 ４年間の実施計画

・ 指標一覧
・ 施策の取組（指標）
・ 組織運営の取組（指標）
・ 財政運営の取組（指標）

第５部 投資・財政計画（詳細）【 NEW 】

４年間の実行計画とは明確に差別化
現状分析から長期推計について示します

第１部 計画の基本的事項

計画期間、進捗管理、策定方針等
下水道の役割、概要、しくみ

第２部 施策の方向性と取組（施策1～8）

施策ごとに関連する取り巻く環境の変化を示したあと、
各取組（指標）を掲載

第３部 事業運営の方向性と取組（施策9～11）

施策ごとに関連する取り巻く環境の変化を示したあと、
各取組（指標）を掲載

第４部 財政運営の方向性と取組（施策12）

・施策ごとに関連する取り巻く環境の変化を示したあと、
各取組（指標）を掲載

・収支計画

参考資料

指標一覧

中期2026 /５部

③ 財政状況を図表や解説により、わかりやすく図解

※長期推計部分を章立て

中期2022 /４部

３ 次期下水道事業中期経営計画の構成
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※ 財政状況の見せ方

中期2026 /５部 中期2022 /４部

・グラフ化＋解説
・他都市との比較
・会計制度のしくみ
・経営全体の管理指標

より分かりやすく
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